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●発達障害作業療法 治療学実習
●高次脳機能障害作業療法治療学実習

カリキュラムツリー
作業療法学科
2026年度入学生

臨
床
実
践
能
力
の
獲
得

C
L

の
多
様
なO

T

ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
実
践

専
門
分
野
の
基
盤
構
築

臨
床
医
学
・作
業
療
法
治
療
学
を
学
修

専
門
的
思
考
の
育
成

作
業
療
法
の
広
が
り
を
学
修

教
養
と
専
門
分
野
へ
の
動
機
付
け

作
業
療
法
へ
の
興
味
・人
の
理
解

専門基礎科目
医療人としての基礎知識を身につける

専門科目
作業療法士としての基礎知識と応用力を身につける

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

DP1 知識・理解
①作業療法に関する専門知識を幅広く修得している。
②地域特性や社会情勢に応じた作業療法実践を理解している。

DP2 当該分野の固有能力
①作業療法に関する知識と技術を統合し、対象者の多様性を尊重してそのニーズに誠実に応えることができる。
②国内外の多様な文化・生活背景に興味関心を持ち、対象者にとっての意味ある作業を治療・支援の手段として活用し、

生活の質や心身の健康の向上に貢献できる。
③地域特性や社会情勢に即した作業療法の実践基盤を持ち、多職種と協働して健康な社会づくりに貢献できる。

DP3 汎用的能力

①幅広い教養とコミュニケーション力を発揮し、他者と良好な人間関係を構築
することができる

②語学力・情報リテラシー・ICTスキルを修得し、適切に活用することができる。

4

3

2

1

年
次

専門科目
臨床実習

教養科目
社会人としての教養を

身につける

学部共通
セミナー

個別指導

●人体の構造Ⅰ
●ライフサイエンス

〇臨床運動学（実習）

●人体の構造Ⅱ              
●人体の機能
●運動学

●人体の構造・機能（実習）
●運動学（実習）

● 必修

○ 選択

●特別総合演習Ⅰ ●特別総合演習Ⅱ ●特別総合演習Ⅲ

●義肢装具学実習
●日常生活活動技術学実習

●日常生活活動技術学
〇リハビリテーション工学

●生活支援機器学実習

●臨床医学Ⅱ（外科系）
●人間発達学実習

●臨床医学Ⅰ（内科系）
●臨床医学Ⅲ（神経系）
●臨床心理学

●リハビリテーションと栄養
●リハビリテーションと薬

●リハビリテーションと救急救命
●リハビリテーション医学
●画像評価学
〇子どもの保健福祉

●精神医学
●病因病態学

●精神障害論
●リハビリテーション概論
●多職種連携論入門

●地域作業療法学概論

臨床実習Ⅰ
（見学）

臨床実習Ⅱ
（評価）

臨床実習
Ⅳ・Ⅴ
（総合）

臨床実習Ⅲ
（地域実践）

前期

後期

通年

集中

教養科目

●現代英語Ⅰ A

●現代英語Ⅰ B

●情報リテラシー演習・ＤＳ概論  

TOEIC英語

 読書ゼミナール

 社会学

 暮らしと法律

 経営・経済学

 簿記学

 社会保障

キャリアプラン

SDGs演習

  ●教育原理

●教育方法・ＩＣＴ活用論

 医療の歴史

こころと体の健康

人間関係論

   異文化理解

 海外事情

 国際リハビリテーション

 SDGs各論C 

 SDGs各論B

 レクリエーション論

 レクリエーション実技Ⅰ

 レクリエーション実技Ⅱ

 ボランティア論

SDGs各論A 

SDGs概論

●作業療法評価学各論

●作業療法評価学実習

●作業療法評価学総論

●精神障害作業療法治療学実習

●身体障害作業療法治療学実習
●精神障害作業療法治療学

●身体障害作業療法治療学

●老年期作業療法治療学実習

●作業療法治療学総論

●作業療法研究演習

〇卒業研究
       

●装いと作業療法
●動物と作業療法
●音楽と作業療法

●作業療法と健康論

〇多職種連携論

●職業倫理職場管理学

●地域リハビリテーション学実習

●基礎作業療法学
 ●基礎作業療法学実習Ⅰ

●基礎作業療法学実習Ⅱ

〇総合作業療法学

●臨床技能演習

DP4 態度・姿勢
①作業療法士として豊かな人間性と倫理観を備えている。
②主体的に業務に取り組むことができる。
③社会情勢の変化に対応しつつ、作業療法の専門性発展に
貢献し、自己研鑽を継続できる。

国 家 試 験

〇アーカンソー州立大学作業療法研修

地域作業療法学実習

●職業関連技術学実習 ●生活環境学実習

●地域作業療法学
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●発達障害作業療法 治療学実習 ●地域作業療法学実習
●高次脳機能障害作業療法治療学実習

●地域作業療法学

カリキュラムツリー
作業療法学科
2025年度入学生

臨
床
実
践
能
力
の
獲
得

C
L

の
多
様
なO

T

ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
実
践

専
門
分
野
の
基
盤
構
築

臨
床
医
学
・作
業
療
法
治
療
学
を
学
修

専
門
的
思
考
の
育
成

作
業
療
法
の
広
が
り
を
学
修

教
養
と
専
門
分
野
へ
の
動
機
付
け

作
業
療
法
へ
の
興
味
・人
の
理
解

専門基礎科目
医療人としての基礎知識を身につける

専門科目
作業療法士としての基礎知識と応用力を身につける

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

DP1 幅広い教養とコミュニケーション力を発揮し、他者と
適切な人間関係を構築できる力を有している

DP2 作業療法士としての豊かな人間性と倫理観を持ち、自律的に業務に取り組むことが
できる

DP5 社会情勢に応じた作業療法の専門的発展に貢献し自己研鑽できる力を有している。

DP3 作業療法に関する知識と技術、および態度を身につけ、作業療法対象者の多様性を尊重し、そのニーズを
誠実に応えることができる

DP４ 国内外の地域特性に応じた作業療法実践の基礎力を身につけ、多職種と連携しながら健康な社会づくりに
貢献できる。

4

3

2

1

年
次

専門科目
臨床実習

教養科目
社会人としての教養を

身につける

学部共通
セミナー

個別指導

●人体の構造Ⅰ
●ライフサイエンス

〇臨床運動学（実習）

●人体の構造Ⅱ              
●人体の機能
●運動学

●人体の構造・機能（実習）
●運動学（実習）

● 必修

○ 選択

●特別総合演習Ⅰ ●特別総合演習Ⅱ ●特別総合演習Ⅲ

●義肢装具学実習
●日常生活活動技術学実習

●日常生活活動技術学
〇リハビリテーション工学

●生活支援機器学実習

●臨床医学Ⅱ（外科系）
●人間発達学実習

●臨床医学Ⅰ（内科系）
●臨床医学Ⅲ（神経系）
●臨床心理学

●リハビリテーションと栄養
●リハビリテーションと薬

●リハビリテーションと救急救命
●リハビリテーション医学
●画像評価学
〇子どもの保健福祉

●精神医学
●病因病態学

●精神障害論
●リハビリテーション概論
●多職種連携論入門

●地域作業療法学概論

臨床実習Ⅰ
（見学）

臨床実習Ⅱ
（評価）

臨床実習
Ⅳ・Ⅴ
（総合）

臨床実習Ⅲ
（地域実践）

前期

後期

通年

集中

教養科目

●現代英語Ⅰ A

●現代英語Ⅰ B

●情報リテラシー演習・ＤＳ概論  

TOEIC英語

 読書ゼミナール

 社会学

 暮らしと法律

 経営・経済学

 簿記学

 社会保障

キャリアプラン

SDGs演習

  ●教育原理

●教育方法・ＩＣＴ活用論

 医療の歴史

こころと体の健康

人間関係論

   異文化理解

 海外事情

 国際リハビリテーション

 SDGs各論C 

 SDGs各論B

 レクリエーション論

 レクリエーション実技Ⅰ

 レクリエーション実技Ⅱ

 ボランティア論

SDGs各論A 

SDGs概論

●作業療法評価学各論

●作業療法評価学実習

●作業療法評価学総論

●精神障害作業療法治療学実習

●身体障害作業療法治療学実習
●精神障害作業療法治療学

●身体障害作業療法治療学

●老年期作業療法治療学実習

●作業療法治療学総論

●職業関連技術学実習
●生活環境学実習

●作業療法研究演習

〇卒業研究
       

●装いと作業療法
●動物と作業療法
●音楽と作業療法

●作業療法と健康論

〇多職種連携論

●職業倫理職場管理学

●地域リハビリテーション学実習

●基礎作業療法学
 ●基礎作業療法学実習Ⅰ

●基礎作業療法学実習Ⅱ

国 家 試 験

〇総合作業療法学

〇アーカンソー州立大学作業療法研修
●臨床技能演習
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●発達障害作業療法 治療学実習 ●地域作業療法学実習
●高次脳機能障害作業療法治療学実習

●地域作業療法学

カリキュラムツリー
作業療法学科
2024年度入学生

臨
床
実
践
能
力
の
獲
得

C
L

の
多
様
なO

T

ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
実
践

専
門
分
野
の
基
盤
構
築

臨
床
医
学
・作
業
療
法
治
療
学
を
学
修

専
門
的
思
考
の
育
成

作
業
療
法
の
広
が
り
を
学
修

教
養
と
専
門
分
野
へ
の
動
機
付
け

作
業
療
法
へ
の
興
味
・人
の
理
解

専門基礎科目
医療人としての基礎知識を身につける

専門科目
作業療法士としての基礎知識と応用力を身につける

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

DP1 幅広い教養とコミュニケーション力を発揮し、他者と
適切な人間関係を構築できる力を有している

DP2 作業療法士としての豊かな人間性と倫理観を持ち、自律的に業務に取り組むことが
できる

DP5 社会情勢に応じた作業療法の専門的発展に貢献し自己研鑽できる力を有している。

DP3 作業療法に関する知識と技術、および態度を身につけ、作業療法対象者の多様性を尊重し、そのニーズを
誠実に応えることができる

DP４ 国内外の地域特性に応じた作業療法実践の基礎力を身につけ、多職種と連携しながら健康な社会づくりに
貢献できる。

4

3

2

1

年
次

専門科目
臨床実習

教養科目
社会人としての教養を

身につける

学部共通
セミナー

個別指導

●人体の構造Ⅰ
●ライフサイエンス

〇臨床運動学（実習）

●人体の構造Ⅱ              
●人体の機能
●運動学

●人体の構造・機能（実習）
●運動学（実習）

● 必修

○ 選択

●特別総合演習Ⅰ ●特別総合演習Ⅱ ●特別総合演習Ⅲ

●義肢装具学実習
●日常生活活動技術学実習

●日常生活活動技術学
〇リハビリテーション工学

●生活支援機器学実習

●臨床医学Ⅱ（外科系）
●人間発達学実習

●臨床医学Ⅰ（内科系）
●臨床医学Ⅲ（神経系）
●臨床心理学

●リハビリテーションと栄養
●リハビリテーションと薬

●リハビリテーションと救急救命
●リハビリテーション医学
●画像評価学
〇子どもの保健福祉

●精神医学
●病因病態学

●精神障害論
●リハビリテーション概論
●多職種連携論入門

●地域作業療法学概論

臨床実習Ⅰ
（見学）

臨床実習Ⅱ
（評価）

臨床実習
Ⅳ・Ⅴ
（総合）

臨床実習Ⅲ
（地域実践）

前期

後期

通年

集中

教養科目

●現代英語Ⅰ A

●現代英語Ⅰ B

●情報リテラシー演習・ＤＳ概論  

TOEIC英語

 読書ゼミナール

 社会学

 暮らしと法律

 経営・経済学

 簿記学

 社会保障

キャリアプラン

SDGs演習

  ●教育原理

●教育方法・ＩＣＴ活用論

 医療の歴史

こころと体の健康

人間関係論

   異文化理解

 海外事情

 国際リハビリテーション

 SDGs各論C 

 SDGs各論B

 レクリエーション論

 レクリエーション実技Ⅰ

 レクリエーション実技Ⅱ

 ボランティア論

SDGs各論A 

SDGs概論

●作業療法評価学各論

●作業療法評価学実習

●作業療法評価学総論

●精神障害作業療法治療学実習

●身体障害作業療法治療学実習
●精神障害作業療法治療学

●身体障害作業療法治療学

●老年期作業療法治療学実習

●作業療法治療学総論

●職業関連技術学実習
●生活環境学実習

●作業療法研究演習

〇卒業研究
       

●装いと作業療法
●動物と作業療法
●音楽と作業療法

●作業療法と健康論

〇多職種連携論

●職業倫理職場管理学

●地域リハビリテーション学実習

●基礎作業療法学
 ●基礎作業療法学実習Ⅰ

●基礎作業療法学実習Ⅱ

国 家 試 験

〇総合作業療法学

〇国際作業療法研修 ●臨床技能演習
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●発達障害作業療法 治療学実習 ●地域作業療法学実習
●高次脳機能障害作業療法治療学実習

●地域作業療法学

カリキュラムツリー
作業療法学科
2020～2023年度入学生

臨
床
実
践
能
力
の
獲
得

C
L

の
多
様
なO

T

ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
実
践

専
門
分
野
の
基
盤
構
築

臨
床
医
学
・作
業
療
法
治
療
学
を
学
修

専
門
的
思
考
の
育
成

作
業
療
法
の
広
が
り
を
学
修

教
養
と
専
門
分
野
へ
の
動
機
付
け

作
業
療
法
へ
の
興
味
・人
の
理
解

専門基礎科目
医療人としての基礎知識を身につける

専門科目
作業療法士としての基礎知識と応用力を身につける

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

DP1 幅広い教養とコミュニケーション力を発揮し、他者と
適切な人間関係を構築できる力を有している

DP2 作業療法士としての豊かな人間性と倫理観を持ち、自律的に業務に取り組むことが
できる

DP5 社会情勢に応じた作業療法の専門的発展に貢献し自己研鑽できる力を有している。

DP3 作業療法に関する知識と技術、および態度を身につけ、作業療法対象者の多様性を尊重し、そのニーズを
誠実に応えることができる

DP４ 国内外の地域特性に応じた作業療法実践の基礎力を身につけ、多職種と連携しながら健康な社会づくりに
貢献できる。

4

3

2

1

年
次

専門科目
臨床実習

教養科目
社会人としての教養を

身につける

学部共通
セミナー

個別指導

●人体の構造Ⅰ
●ライフサイエンス

〇臨床運動学（実習）

●人体の構造Ⅱ              
●人体の機能
●運動学

●人体の構造・機能（実習）
●運動学（実習）

● 必修

○ 選択

●特別総合演習Ⅰ ●特別総合演習Ⅱ ●特別総合演習Ⅲ

●義肢装具学実習
●日常生活活動技術学実習

●日常生活活動技術学
〇リハビリテーション工学

●生活支援機器学実習

●臨床医学Ⅱ（外科系）
●人間発達学

●臨床医学Ⅰ（内科系）
●臨床医学Ⅲ（神経系）
●臨床心理学

●リハビリテーションと栄養
●リハビリテーションと薬

●リハビリテーションと救急救命
●リハビリテーション医学
●画像評価学

●精神医学
●病因病態学

●精神障害論
●リハビリテーション概論
●多職種連携論入門

●地域作業療法学概論

●臨床技能演習

臨床実習Ⅰ
（見学）

臨床実習Ⅱ
（評価）

臨床実習
Ⅳ・Ⅴ
（総合）

臨床実習Ⅲ
（地域実践）

前期

後期

通年

集中

教養科目

●現代英語Ⅰ A

●現代英語Ⅰ B

●情報リテラシー演習・ＤＳ概論  

TOEIC英語

 読書ゼミナール

 社会学

 暮らしと法律

 経営・経済学

 簿記学

 社会保障

キャリアプラン

SDGs演習

  ●教育原理

●教育方法・ＩＣＴ活用論

 医療の歴史

こころと体の健康

人間関係論

   異文化理解

 海外事情

 国際リハビリテーション

 SDGs各論C 

 SDGs各論B

 レクリエーション論

 レクリエーション実技Ⅰ

 レクリエーション実技Ⅱ

 ボランティア論

SDGs各論A 

SDGs概論

●作業療法評価学各論

●作業療法評価学実習

●作業療法評価学総論

●精神障害作業療法治療学

●身体障害作業療法治療学実習
●精神障害作業療法治療学

●身体障害作業療法治療学

●老年期作業療法治療学実習

●作業療法治療学総論

●職業関連技術学実習
●生活環境学実習

●作業療法研究演習

〇卒業研究       

●装いと作業療法 ●動物と作業療法
●音楽と作業療法

●作業療法と健康論

〇多職種連携論

●職業倫理職場管理学

●地域リハビリテーション学実習

●基礎作業療法学
 ●基礎作業療法学実習Ⅰ

●基礎作業療法学実習Ⅱ

国 家 試 験

〇総合作業療法学

〇国際作業療法研修
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